
名
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進
歌
に
添

え
て
く
だ
さ
い
。

●
本
人
が
ワ
ー
プ
ロ
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
を
使
用
し
て
印
字
す
る
。
こ

の
場
合
、
こ
れ
ら
の
機
器
を
使
用

し
た
理
由
を
別
紙
に
書
い
て
詠
進

歌
に
添
え
て
く
だ
さ
い
。

●
聴
覚
障
害
の
方
は
、
点
字
で
詠

進
し
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
詠
進
の
期
間

９
月
30
日
ま
で
と
し
、
郵
送
の
場

合
は
消
印
が
９
月
30
日
ま
で
の
も

の
を
有
効
と
し
ま
す
。

■
郵
便
の
あ
て
先

「
〒
１
０
０
―

８
１
１
１
　
宮
内
庁
」

と
し
、
封
筒
に
「
詠
進
歌
」
と
書

き
添
え
て
く
だ
さ
い
。
詠
進
歌
は

小
さ
く
折
っ
て
封
入
し
て
も
差
し

支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ
先

疑
問
が
あ
る
場
合
は
、
宮
内
庁
式

部
職
あ
て
に
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
、
返
信
用
切
手
を
貼

っ
た
封
筒
を
添
え
て
、
９
月
20
日

ま
で
に
問
い
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

宮
内
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
参
照

く
だ
さ
い
。

（http
://w
w
w
.kunaicho

.g
o
.jp

/12/d
12-08.htm

l

）

愛
媛
県
立
中
央
病
院
に
お
い
て

は
、
平
成
18
年
３
月
に
愛
媛
Ｐ
Ｅ

Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、
最

先
端
の
が
ん
診
断
装
置
で
あ
る
Ｐ

Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
人
間
ド

ッ
ク
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
装
置
は
、
が
ん
の
早
期
発

見
に
大
変
威
力
を
発
揮
す
る
も
の

で
あ
り
、

①
一
度
に
全
身
の
が
ん
検
査
が
可

能
②
良
性
と
悪
性
の
が
ん
細
胞
の
鑑

別
が
可
能

③
５
㎜
〜
１
㎝
程
度
の
小
さ
な
が

ん
細
胞
で
も
発
見
可
能

④
体
へ
の
負
担
が
少
な
い

等
の
優
れ
た
特
徴
を
有
し
て
お
り
、

近
年
大
変
注
目
を
浴
び
て
い
る
装

置
で
す
。

日
本
人
の
３
人
に
１
人
は
が
ん

で
亡
く
な
る
と
云
わ
れ
て
お
り
ま

す
が
、
早
期
発
見
早
期
治
療
に
勝

る
が
ん
対
策
は
あ
り
ま
せ
ん
。
最

先
端
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
装
置
を
活

用
し
た
が
ん
検
診
を
積
極
的
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

■
問
合
せ
先

愛
媛
県
中
央
病
院
人
間
ド
ッ
ク
受
付

℡
０
８
９
―

９
４
７
―

１
１
１
１

「
子
ど
も
の
人
権
１
１
０
番
」

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
に
つ
い
て

法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
（
松

山
地
方
法
務
局
及
び
愛
媛
県
人
権

擁
護
委
員
連
絡
会
）
で
は
、
子
ど

も
か
ら
「
い
じ
め
」
や
悩
み
事
の

相
談
を
受
け
る
窓
口
と
し
て
子
ど

も
の
専
用
相
談
「
子
ど
も
人
権
１

１
０
番
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

本
年
２
月
22
日
か
ら
、
電
話
番

号
を
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
化
し
、「
い

じ
め
」
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
子

ど
も
の
人
権
相
談
に
つ
い
て
、
子

ど
も
が
経
済
的
負
担
を
心
配
す
る

こ
と
な
く
、
安
心
し
て
人
権
擁
護

機
関
に
相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

《
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
番
号
》

0
1
2
0
―

0
0
7
―

1
1
0

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
使
用
可
。

Ｉ
Ｐ
電
話
使
用
不
可

相
談
担
当
者
…
人
権
擁
護
委
員
・

法
務
局
職
員

■
問
合
せ
先

松
山
地
方
法
務
局
今
治
支
局

℡
０
８
９
８
―

２
２
―

０
８
５
５

2007年 4月　　12

今
治
法
務
局「
知
っ
得
情
報
」No.20

平
成
二
十
年
歌
会
始
の

お
題
及
び
詠
進
要
領

Ｐ
Ｅ
Ｔ
―

Ｃ
Ｔ
検
診
の
ご
案
内

４月の潮汐表
潮 高　　潮

時刻 潮位 時刻 潮位

低　　潮
時刻 潮位 時刻 潮位

※この潮汐表は、尾道港を基準港として計算した弓削港のものです。

10：48
11：14
11：37

0：00
0：29
0：59
1：31
2：09
2：55
4：00
5：32
7：03
8：08
8：56
9：37

10：14
10：50
11：25

0：02
0：45
1：30
2：19
3：16
4：28
5：53
7：13
8：14
8：59
9：34

10：04

324
323
319
334
333
329
319
306
289
273
266
275
293
313
330
343
349
349
393
389
373
350
324
300
288
288
294
301
305
306

22：59
23：30
－

11：59
12：20
12：42
13：06
13：33
14：08
15：01
16：47
18：51
20：10
21：06
21：54
22：37
23：20
－

12：00
12：36
13：13
13：53
14：43
15：54
17：41
19：22
20：31
21：21
22：01
22：36

319
329
－
313
305
296
285
271
254
234
219
230
262
300
336
366
385
－
342
328
309
285
259
235
225
238
261
286
307
323

4：40
5：14
5：44
6：11
6：38
7：04
7：33
8：06
8：49
9：54

11：43
－

1：16
2：30
3：25
4：11
4：54
5：35
6：15
6：56
7：40
8：27
9：24

10：42
－

0：06
1：37
2：43
3：33
4：13

45
46
53
65
79
96

114
134
154
172
177
－
91
71
51
36
29
32
44
64
90

117
143
160
－
103
104
98
92
89

17：02
17：28
17：52
18：15
18：39
19：04
19：33
20：08
20：53
21：58
23：35
13：32
14：32
15：15
15：53
16：29
17：05
17：41
18：19
18：57
19：39
20：25
21：20
22：32
12：24
13：51
14：45
15：24
15：56
16：25

57
45
37
32
31
33
40
51
68
87
98

157
126
91
56
26

1
－14
－19
－13

3
28
57
86

159
141
117
94
74
58

中
大
大
大
大
中
中
中
小
小
小
長
若
中
中
中
大
大
大
大
中
中
中
小
小
小
長
若
中
中

豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺
貂
貉
貅
貊
貍
豸
豺

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30

日

■
平
成
二
十
年
歌
会
始
の
お
題

■
詠
進
歌
の
詠
進
要
領

①
お
題
を
詠
み
込
ん
だ
自
作
の
短

歌
で
一
人
一
首
と
し
、
未
発
表
の

も
の
に
限
り
ま
す
。

②
書
式
は
、
半
紙
を
横
長
に
用
い
、

右
半
分
に
お
題
と
短
歌
、
左
半
分

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、

氏
名
（
本
名
、
ふ
り
が
な
つ
き
）、

生
年
月
日
及
び
職
業
（
な
る
べ
く

具
体
的
に
）
を
縦
書
き
で
書
い
て

く
だ
さ
い
。

③
用
紙
は
半
紙
と
し
、
毛
筆
で
自

書
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
海

外
か
ら
詠
進
す
る
場
合
は
、
用
紙

は
随
意
と
し
、
毛
筆
で
な
く
て
も

差
し
支
え
あ
り
ま
せ
ん
。

④
病
気
又
は
身
体
障
害
の
た
め
毛

筆
に
て
自
書
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
場
合
は
、
次
記
に
よ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

●
代
筆
（
墨
書
）
に
よ
る
。
代
筆

の
理
由
、
代
筆
者
の
住
所
及
び
氏

「
火
」
※
必
ず
火
の
文
字
を
使
用




